
美浜発電所敷地内破砕帯に関する
追加調査の中間報告

平成２５年２月８日

関西電力株式会社
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• 平成２４年８月２９日付け「敷地内破砕帯の追加調査計画の
策定について（指示）」（20120829原院第1号）の指示に基づ
き、９月５日に美浜発電所敷地内破砕帯の追加調査の実施
計画書を提出し、以下の調査を実施している。
（１）敷地内破砕帯の性状の直接確認
（２）白木－丹生断層との地質構造上の関連性

• 本中間報告は、上記（２）について、２月７日時点における調
査データをとりまとめて報告するものである。なお、調査は引
き続き実施しており、今後得られる調査データによって変更
する場合もある。

• 上記（１）については、現在、敷地内において破砕帯の通過
想定範囲の剥ぎ取り調査・破砕帯内物質の分析を実施中で
あり、最終報告時に結果を取りまとめて報告する。
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（２月７日時点）
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調査概要



【②３号炉付近】
・剥ぎ取り調査
・試料分析

【①１・２号炉付近】
・剥ぎ取り調査
・試料分析

※破砕帯はEL.-20mの分布を表示

【③敷地南側海岸線付近】
・地表踏査
・試料分析

３号炉

２号炉
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※ 航空レーザー測量によるDEMから作成した地形図を使用

美浜発電所敷地内破砕帯に関する追加調査位置図（敷地内）



【⑤敷地外（海域）】
・海上音波探査
・海底地形調査

【④敷地外（陸域）】
・反射法地震探査
・ボーリング調査
・地表踏査

白木－丹生断層との間の堆積層が分布している低地、湾内で地下構造の調査を行った。 白木－丹生断層

※ 航空レーザー測
量によるDEMから作
成した地形図を使用

反射法地震探査測線
（Ｓ波）

海上音波探査測線（今回）
（ブーマーマルチ）

海底地形調査範囲

ボーリング

海上音波探査測線（既往）

美浜発電所敷地内破砕帯に関する追加調査位置図（敷地外）
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・敷地内破砕帯と白木－丹生断層との関連
性について検討。

海上音波探査
海底地形調査

⑤敷地外（海域）

剥ぎ取り調査
試料分析

・破砕帯の直接確認。
・破砕帯内物質の分析等。

地表踏査
試料分析

③敷地南側海岸線付近

・敷地内破砕帯と白木－丹生断層との関連
性について検討。
・ボーリングによる基盤高度等の確認

反射法地震探査
ボーリング調査
地表踏査

④敷地外（陸域）

（２）敷地内の複数の破砕
帯と周辺の活断層（白木
－丹生断層）との地質構
造上の関連性を明らかに
するための調査

（１）敷地内の複数の破砕
帯の性状（活動年代等）を
直接確認するための適切
な場所を選定の上、当該
箇所における必要な調査
（破砕帯内物質の年代測
定や上載地層の変位・変
形の有無等）

ポイント

・航空レーザー測量によりDEMを作成し、変
動地形の有無を再検討するとともに、敷地
内破砕帯と白木－丹生断層との関連性に
ついて検討。

航空レーザ測量⑥敷地周辺

・破砕帯の直接確認。
・破砕帯内物質の分析等。

②３号炉付近

・破砕帯の直接確認。
・破砕帯内物質の分析等。

剥ぎ取り調査
試料分析

①１・２号炉付近

調査内容調査項目調査計画位置

美浜発電所敷地内破砕帯に関する追加調査概要
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※調査位置、調査項目、調査内容は、調査の状況によって変更となる場合がある。



美浜発電所敷地内破砕帯に関する追加調査工程

反射法地震探査

平成２５年

１１月１０月９月

平成２４年

総合評価

⑥敷地周辺

⑤敷地外（海域）

④敷地外（陸域）

③敷地南側海岸線付
近

➁３号炉付近

①１・２号炉付近

準備（許認可含む）

調査計画位置

航空レーザー測量

海上音波探査

海底地形調査

ボーリングﾞ調査（試料分
析含む）

地表踏査

地表踏査

試料分析

剥ぎ取り調査

試料分析

剥ぎ取り調査

試料分析

自然公園法、工場立地
法、森林法

調査項目
３月２月１月１２月

準備 調査 解析 ※調査位置、調査項目、工程は、調査の状況によって変更となる場合がある。

計画承認 中間報告
▼ ▼ ▼

自然公園法他

計画
実績

（凡例）

調査
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調査

平成25年2月7日現在

解析

解析

調査

調査

調査

調査 解析

調査

調査

自然公園法

最終報告



（２）敷地の破砕帯と白木－丹生断層との地質構造上の関連性について

・敷地周辺 航空レーザー測量
・敷地外（陸域） 反射法地震探査・ボーリング調査・地表踏査
・敷地外（海域） 海上音波探査・海底地形調査
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調査結果（中間）



中田・今泉編

「活断層詳細デジタルマップ（2002）」

岡田・東郷編

「近畿の活断層（2000）」

活断層研究会編

「新編 日本の活断層（1991）」

確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
確実度Ⅲ：活断層の疑いがあるリニアメント

活断層の確実度
確実度Ⅰ：活断層であることが確実なもの
確実度Ⅱ：活断層であると推定されるもの
断層組織地形
連続性に富むシャープなリニアメント（L）
主なリニアメント

活 断 層：過去に繰り返し動いてきた跡が地形に現れ，今後も活
動を繰り返すと考えられる断層

推定活断層：地形的な特徴により活断層の存在が推定されるが，
現時点では明確には特定できないもの

E隆起Ⅲ4km１白木－丹生

変位の向き確実度長さ断層名

E隆起L3.3km１白木―丹生

変位の向き確実度長さ断層名

記載なし

変位の向き分類長さ断層名

推本による記載なし

合同C-2-2-1, 
p.63修正・加筆

美浜発電所
美浜発電所

美浜発電所

白木－丹生断層に関する文献

9白木－丹生断層は、後期更新世以降、繰り返し活動しており、最新活動が約9000年前以降である。



美浜発電所敷地近傍の立体地形図

航空レーザー測量によるDEMから作成した敷地近傍の赤色立体地図（平成24年11月測量） 10



美浜発電所敷地近傍の地形図

航空レーザー測量によるDEMから作成した敷地近傍の地形図（平成24年11月測量） 11



敷地外（陸域）の反射法地震探査の結果：Ａ測線

l推定される基盤上面（破線）は、北西へ行くに従い、地形
に合わせて浅くなっている。
l活断層の存在を示唆する構造は認められない。
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Ａ

No.1

推定基盤上面

SENW



SE

NW

敷地外（陸域）の反射法地震探査の結果：Ｂ測線

l推定される基盤上面（破線）は、南東へ行くに従い、地形に合わせ
て浅くなっている。
l活断層の存在を示唆する構造は認められない。

推定基盤上面
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敷地外（陸域）のボーリング調査の結果：Ｎｏ．１コア（掘進長50m）

l深度46.4m（矢印）で基盤（風
化花崗岩）を確認

0m

30m

30m

50m
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敷地外（陸域）のボーリング調査の結果：Ｎｏ．３コア（掘進長60m）

l深度44.2m（矢印）で基盤（変
質花崗岩）を確認

0m

30m

30m

60m
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No.3



SN

敷地外（陸域）の反射法地震探査の結果：Ｃ測線
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l推定される基盤上面（破線）は、南へ行くに従い、浅くなっている。
lまたCNP500付近の基盤上面の高まりは、海上音波探査Ｆ測線において
も同様に見られ、旧地形（参考図２）で見られる尾根の張り出しと整合的で
ある。
l活断層の存在を示唆する構造は認められない。

推定基盤上面

Ｃ

No.2



敷地外（陸域）のボーリング調査の結果：Ｎｏ．２コア（掘進長83m）
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l深度63.2m（矢印）で基盤（風
化花崗岩）を確認
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敷地外（海域）の海上音波探査の結果：Ａ測線
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lＣ１層上面に断層による変位・変形は認め
られない。

l丹生湾奥には、
海底面直下に音
波散乱層が認め
られた。

l音波散乱層内お
よびそれ以深の
地質構造は不明。
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敷地外（海域）の海上音波探査の結果：Ｂ測線
14     13           12          11           10           9     8           7            6             5            4    3            2             1
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音波散乱層
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数字（角度）は水平・垂
直比が１：１の傾斜角度

V.E.≒6

lＣ１層上面に断層による変位・変形は認められない。
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敷地外（海域）の海上音波探査の結果：Ｃ・Ｄ測線
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lＣ測線は、音波散乱層により地質構造は不明。
lＤ測線は、Ｃ１層上面に断層による変位・変形は認
められない。
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敷地外（海域）の海上音波探査の結果：Ｅ・Ｆ測線
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lＣ１層上面に断層による変位・変形は認められない。
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敷地外（海域）の海上音波探査の結果：Ｇ測線
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lＣ１層上面に断層による変位・変形は認められない。

数字（角度）は水平・垂
直比が１：１の傾斜角度

V.E.≒6
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敷地外（海域）の海上音波探査の結果：Ｈ測線
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lＣ１層上面に断層による変位・変形は認められない。
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敷地外（海域）の海上音波探査の結果：Ｉ・Ｊ測線

1             2             3           4             5         6         7
NESW

1             2             3           4             5         6         7
SW NE

0 100m

5            4            3      2    1
EW

5            4            3      2    1
W E

0 100m

Ｉ測線 Ｊ測線

24

lＣ１層上面に断層による変位・変形は認められない。
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敷地外（海域）の海上音波探査の結果：Ｋ測線
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lＣ１層上面に断層による変位・変形は認められない。
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敷地外（海域）の海底地形調査結果

l基盤が露出している敷地南西方において、活断層の存在を示唆する地形は認められない。

26



敷地外（陸域・海域）の調査結果

l今回確認した丹生湾周辺の低地・湾内に、活断層の存在を示唆する構造は認められない。 27

音波散乱層分布域

白木－丹生断層



中間とりまとめ

□ 敷地外の調査を実施した結果、これまでに以下に示すデータを取得した。

• 敷地外（陸域）で実施した反射法地震探査の結果、白木－丹生断層から敷地に向かって分
岐・派生する活断層の存在を示唆する構造は認められない。

• 敷地外（海域）で実施した海上音波探査の結果、白木－丹生断層から敷地に向かって分
岐・派生する活断層の存在を示唆する構造は認められない。

• 敷地外（海域：内湾～外湾）で実施した海底地形調査の結果、基盤が露出している敷地南
西方において、活断層の存在を示唆する地形は認められない。

• 音波散乱層の分布域では、音波散乱層以深の地質構造は不明であるが、反射法地震探
査でカバーしており、今回確認した丹生湾周辺の低地・湾内には白木－丹生断層から敷地
に向かって分岐･派生する活断層の存在を示唆する構造は認められない。

なお、現在も敷地外の調査を継続中であり、最終報告時に結果をとりまとめて報告する。

□ 敷地内の調査については、現在、破砕帯の通過する範囲において剥ぎ取り調査を実施す
るとともに、活動性に関するデータを分析中であり、最終報告時に結果をとりまとめて報告
する。
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参考図１ 発電所建設以前の敷地の航空写真（国土地理院1963年撮影２万分の１写真のネガから５千分の１の写真を作成） 30



参考図２ 航空写真（参考図１）より作成した発電所建設前の地形図 31
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参考図３ 白木－丹生断層 トレンチスケッチ（c地点：Ｌｏｃ．2） 32

岡田・東郷編
「近畿の活断層（2000）」
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V.E.≒6

参考図４ 美浜発電所敷地付近の既往海上音波探査記録：Ｍ－１０６Ｇ測線（解釈線なし）
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参考図５ 美浜発電所敷地付近の既往海上音波探査記録：Ｍ－１０６Ｇ測線（解釈線あり） 34


